
関係者評価 ・意見　・提言

①

学校は、学校教
育目標の達成に
向けて、具体的な
方策を示し、組織
的に取り組んでい
る。

B

○「生き生きと活動する心豊かな子どもの育成」のために、代表委員によるあいさつ運
動、特別活動の視点をもった学校全体での挨拶活性化に取り組んだ。
○管理職が目標や政策を提示し、それを職員が実施。内容についてのフィードバックや改
善策、継続を行った。また、会議や職集をとおして、教職員の共通理解の確認を行った。
そして、教科指導や生徒指導など、学校や学年間で連携して取り組んだ。
●全体で集まって活動している場面がないため、今泉小学校の児童の全体像が見えにくい
部分がある。

A

A･･･４名、B･･･３名
・学校内にて児童より積極的に挨拶をされる。
・「あいさつマスター」は目標にもなり、大変良い。
・先生が学校方針をよく理解し、児童を指導している。
・挨拶、掃除は生活の基本になるもの。今後も丁寧な指導をお願いし
たい。
・あいさつオリンピックなど、児童にわかりやすい目標をもたせ、あ
いさつマスター等で、児童のやる気を喚起するなど、目標達成に向
け、よく取り組んでいると思う。学校を訪問したときは、児童がよく
あいさつをしてくれる。
・上級生（６年生や５年生）に活動の中心をまかせ、下級生を見本と
して、活動の場面を設定してはいかがでしょうか。

②

学校は、目指す
児童像「元気・笑
顔いっぱい、今っ
子」に向けて一人
一人を大切にし、
自己有用感を高
め、夢をはぐくみ
笑顔あふれる学
校づくりに努めて
いる。

B

○あいさつオリンピックという具体的な手立てをもち、あいさつを通して基本的な生活習
慣に係わる部分の改善を図った。
○総合的な学習の時間をとおして、企業・団体等と連携し、児童自身が課題をもち、社会
の一員として主体的に、課題解決に取り組むことができた。
○個に応じた指導を大切にした。生徒指導では、児童の様子を共有し、児童理解に努め
た。また、不登校児童へのアプローチや、心身において不安定な児童への対策や案を、学
年や学校で組織的に考え、実施した。
●家庭環境が難しい児童が多数いるので、個々に対応する必要があると感じる。
●元気、笑顔いっぱいが抽象的。目指す方向性がみえない。

B

A･･･３名、B･･･４名
・不登校児童に対して対策がとられている。
・元気に遊ぶ児童が多くいる。
・学校運営の基本は、学級形成や学年経営の充実に他ならない。児童
一人一人にとって、居がい、居場所（所属意識）のある学級や学年が
基本である。その達成に向けて、さらに頑張っていってほしい。
・自己有用感を高める方策として、掲示物や物品の作成をとおして、
学校に役立てたという体験をさせるのは、難しいでしょうか。

③

学校は、学力向
上に向け、児童
の実態に基づき、
指導方法の工
夫・改善（ＩＣＴ活
用含む）と学力の
定着に努めてい
る。

B

○教育課程にそって、デジタルやアナログでの使い分け、ＩＣＴを使う場面を効果的に設
定し、児童の実態に合わせて活用している。
○学習者用タブレットを使うことで、紙に書くよりも、児童が自分の思いや考えをスムー
ズに入力しているように感じる。
●ＩＣＴの有効な活用法等をもっと知りたい。そのような研修会を開いてほしい。

B

A･･･３名、B･･･４名
・スクールタクトの活用率が上尾市内で３番ということであるが、そ
の活用の成果がよくわからない。
・教師の授業力は、大いに評価できる点である。
・オンラインで授業のライブ配信。実際に見てみたい。今日的課題で
あるSDGｓを取り入れた教育活動は素晴らしい。具体的な授業を見てみ
たい。
・教科担任制は推進した方がよいと考えます。中学校では専門性が大
事ですが、小学校でもその体制で教師の働き方の図ってください。
・SDGｓの授業を見学でき、すばらしい取組であると実感しました。

④

学校は、英語に
慣れ親しみ、コ
ミュニケーション
を図れる児童が
育つように英語教
育や外国語教育
を充実させてい
る。

B

○教材研究を充実させ、ＡＬＴと担任との打ち合わせを確実に行い、授業の活動をとおし
て、自然と外国語を身近に感じらえる環境になっていて、児童が楽しそうに授業に参加し
ている。
●学校としてどのように授業を展開していくか、統一したやり方はあるのか。あってもよ
いのではないかと考える。

A

A･･･４名、B･･･３名
・ICT端末が想定より大きく児童の持ち運びに負担があると気になりま
す。
・「English　time」を見学してみたい。
・低学年では楽しく英語に親しんでいる。
・今後もALTの活用で児童の英語になじむよう期待している。
・文科省の指定を受け、英語活動に取り組んでいることは、素晴らし
い。今後の成果に大いに期待したい。
・英語教育の積極的なアプローチや授業の工夫など、実践的に進めて
ください。その際に中学校との連携や児童の学習の把握、指導と評価
の一体化も進めてください。

⑤

学校は、いじめを
見逃さず、いじめ
の根絶に向けて、
組織的に取り組
んでいる。

B

○毎月のいきいきアンケート（学校生活アンケート）の確実な実施や聞き取りを行ってい
る。また、初期対応をベースとして、学年や学校で課題を共有しながら対策を全員で考え
られる環境になっている。そして、いじめの認知、解消、見守りを行っている。
●組織的に取り組んではいるが、保護者の理解が難しいと感じる。
●いじめの兆候が見られても、それを兆候と捉えていない、あるいは、管理職に報告して
いないことがあった。まずは、上尾市のいじめ対策基本方針を印刷するなどして、配布
し、教職員で理解する必要があるのではないか。

B

A･･･０名、B･･･７名
・放課後の対応はむずかしい面があるが、「いじめ」を見逃さない点
から、是非ともキメ細やかな対応をお願いしたい。
・アンケート等も重要な手掛かりになるが、それ以上に教員のいじめ
に気づく、見抜く力をつけることが大事だと思う。また、学校として
の組織的な対応をさらに充実していくことを期待したい。
・いじめの予兆を絶対的に見逃さないよう、教職員の認知意識を高め
てください。特別活動の中で、児童の人間関係を深め、互いを認め合
い、共に喜び、共に成長する体験を増やしてください。
・いじめ件数（１８件／９ケ月）は多くないか？件数だけでなく、拡
がり、深度等はどうチェックしているのでしょうか？

⑥

学校は、「思いや
りのある子」の育
成（あいさつ、丁
寧な言葉遣い、
仲間を大切にす
る児童）に向け
て、指導してい
る。

B

○あいさつオリンピックやあいさつ運動等を行い、普段挨拶をあまりしない児童にも働き
かけ、あいさつをすることが定着した児童が増えた。
○あいさつ・返事・清掃を中心に指導を行いながら、児童や教師の発する言葉にも重きを
置いて指導をしている。
●児童同士で呼び合うときに、呼び捨てにしている場面を多く見る。その都度指導はする
が、なかなか定着しない。
●校外での指導を、家庭と連携・協力して呼びかけられるような発信をしていけると、児
童の言葉遣いがさらに丁寧になると考える。

B

A･･･２名、B･･･５名
・対面給食の再会良かったです。インフルエンザが大流行しておりま
すので、コロナ禍の様な対応も臨機応変にお願いいたします。
・道徳ノート、ICT端末を使用した指導をしている。
・児童達の積極的に取り組みが見られる。
・さまざまな活動をとおして、成果をあげていると思う。学校を訪問
して、学校の雰囲気に子どもたちを大切にしている空気を感じる。
・思いやりの心はどのようにして育つのでしょうか。日常の学校生活
の中で、助けられたり、助けたり、心からありがとうの気持ちを味わ
わせたい。
・“思いやり度”の指数化を目指すべきではないか？“やっています
→それでは駄目

⑦

学校は、歯と口の
健康づくりを基盤
とした健康教育及
び、食育、安全教
育に取り組んでい
る。

A

○毎週のフッ化物洗口、学校統一の毎日の歯磨き指導、養護教諭や栄養技師との連携した
授業（家庭科、保健、特活、総合）、避難訓練などと充実している。
○全日本学校歯科保健優良校表彰に推薦された。DMF0.07と良好。
○地域学校保健委員会において、自主防災会の方や地域・保護者を招いて、防災教育（災
害用マンホールトイレの設置について）を行った。
●食育教育をもっとおこなってもいいのではないか。
●避難訓練後の話しは、具体的な内容（なぜ必要か、例を交えたり、実際の話等）をもう
少し盛り込んでもよい。
●熱心に指導に努めてはいるが、時間を多く要するので、工夫が必要である。

A

A･･･６名、B･･･１名
・歯科保健コンクールの「優良校」の受賞等、健康教育に熱心に取り
組んでいる。
・食育の面にも力を入れてほしい。
・学校歯科保健コンクール、優良校は素晴らしい。コロナ感染症等へ
の対応には、本当に頭が下がります。
・児童への啓発や指導の他に、保護者への具体的な啓発など、今まで
の内容を継続して高めてはいかがでしょうか。
・歯だけではなく、もう一つプラスした健康教育はどうでしょうか？
眼の健康に着目はどうか？

⑧

学校は、「健やか
な体の育成」のた
め、生涯スポーツ
の考え方のもと、
体育活動を行っ
ている。

B

○休み時間の校庭遊びや体育館開放を促し、運動習慣をつけるよう働きかけている。
●季節によって体を動かせない時期にどのように児童へ「運動」を身近に感じさせるかを
やっていく必要がある。
●体育の授業は進んで取り組めている児童が多いが、業間休みの外遊びをする児童は、学
年が上がるにつれて、できていない児童が多い。
●児童の体力が落ちてきているので、週に１～２回でも外で思い切り遊ぶ時間や体を動か
す体育的な活動ができたら良いが、日課表を変更するなど難しい課題がある。日常的に体
を動かす機会を増やすと学習や学校生活も頑張ることができるようになってくると思う
が、全校での取組は難しい。
●体育の準備体操等の統一を図ったほうがよい。

B

A･･･２名、B･･･４名、D・・・１名
・個に応じた場の設定を行い、児童が運動に親しむ方策を行ってい
る。
・猛暑等、生活環境の変化は、いかんともしがたい。学校や先生方の
苦労がしのばれます。先生方も健康に留意され、がんばってくださ
い。
・健やかな身体の成長を促せるように、運動→食事→睡眠のサイクル
を向上させ、適切な強度の体育活動を通して、がんばる気持ち、耐え
る気持ちの育成も。
・体力低下を数年前から指摘されているが、具体策が見えてこない。
猛暑日は今後の続きますよ‼

環

境
⑨

学校は、清掃・掲
示・環境美化に努
め、明るく潤いの
ある環境づくりを
進めている。

B

○掲示については、委員会活動や、授業での児童の成果物を掲示していることで、常に新
しい環境になるよう意識している。
○養護教諭が朝、トイレや流しを点検してくれていて、ありがたい。
○PTAの予算で、トイレ清掃に業者が入っていただき、きれいになってありがたい。網戸
の清掃もお願いしたい。
○環境美化については、委員会活動を通してリサイクル活動をメインに行うが、さらに学
校全体が美化できるようになるための活動を進めていけると潤いのある環境づくりが進ん
でいくと考える。
●根気強く黙動清掃を呼びかけ、学校全体で意識的に行い「黙動清掃」を進め、しっかり
掃除をするという意識は高まってきているが、なかなか徹底がはかれない。また、一生懸
命に取り組めるように、時間を確保したい。

A

A･･･６名、B･･･１名
・来年度より校内美化活動、PTAお手伝いを増やす計画です。
・いつ学校に行ってもきれいにしている。
・養護教諭の努力に感謝したい。
・児童も一生懸命に清掃している。
・学校全体がきれいに整理されている。
・明るく潤いのある環境づくりに様々な方策でよく取り組んでいると
思う。特に清掃の仕方を教職員で確認し、効率的な清掃方法を学校と
して、共通理解の上、取り組んでいることは素晴らしい。
・児童の安全確保や維持向上に向けて、全教職員が意識を高め、管理
職の決断で修繕し、また教育活動を行い、児童がケガをして家に帰る
ことがないようにしてください。
・走る（５０ｍ走）、飛ぶ（立幅跳び）、投げる（ボール投げ）等を
もうけ、学期前後で計測し、その向上率を次学期の目標とする等。

家

庭

・

地

域

連

携
⑩

学校は、学校の
方針や取組、児
童等の様子がよく
伝わるように、保
護者や地域に情
報を提供してい
る。（学校だより・
学年だより・ホー
ムページ・配信
メール等）

A

○定期的にホームページを更新し、授業での様子や行事への取組など活動内容等の情報を
発信している。特に、児童の取組として、総合的な学習の時間の取組を積極的に発信する
ことができた。
○緊急時の配信についても、即時対応できるような環境となっている。

A

A･･･５名、B･･･２名
・配信により、単身赴任等の保護者へも情報が届き良いと伺っており
ます。
・毎月の学校だよりを楽しみにしている。
・学校側から保護者側への伝達はできている。保護者側の評価はどう
なのか疑問がある。
・授業公開２２回、配信メール５６８回は素晴らしい。
・学校生活の向上のために、教職員が多くの保護者や地域関係者の期
待や目があることを意識することが大切だと考えます。

学

校

運

営

学

習

指

導

生

徒

指

導

健
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・

安

全

・

体

力
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